
第４回懇話会における意見及び意見等に対する考え方 

 

№ 分野 意見等 考え方 資料 

１ 
施 策 の

体系 

協働・連携の視点で「利

用者との協働による危

機管理体制の構築」の

表記は再検討すべき。 

市民との連携強化の取組

みとして協働による応急

給水訓練の実施などを記

載します。 

・資料２ 

P25 下線部 

２ 
投資・財

政計画 

経営目標に定める「内

部留保資金」について、

確保額を 20 億円以上

とする根拠を明記すべ

き。 

内部留保資金の目的と 20

億円とした根拠を記載し

ます。 

・資料２ 

 P32（3） 下線部 

３ 
投資・財

政計画 

5 章の取組みが、6 章の

計画に反映しているこ

とを明記すべき。 

投資計画の説明において

「5 章 実現方策」に記載

した取組みを見込んでい

ることを追記します。 

・資料２ 

 P33 下線部 

４ 
投資・財

政計画 

平準化により更新基準

年数を超過する管路が

どれくらいあるのか知

りたい。 

P34（表 6-2）の 2019 年度

の管路に係る費用約 23 億

円のうち、管の更新率１%

以上の実施に係わる費用

は約 16 億円で、他はルー

プ管新設事業等の費用で

す。平準化により管路更新

費用が約 13.3 億円となっ

ていますが、ここで更新が

先送りされてしまう延長

は、主要管で約 700m と考

えられます。 

また、残りの約７億円は、

当初から前倒しで計画し

ていた事業、及び管更新費

用ですので、先送りするこ

とには問題はなく、計画期

間の前期のうちに事業実

施可能と考えています。 

― 

資料１ 



５ 
投資・財

政計画 

投資計画の 2039 年以

降の管路更新費が半分

になっているが、この

時の更新率は何％か。 

更新費用を算出した 30年

間の平均更新率を 10 年毎

に表記します。 

また、更新費用が計画期間

前半に大きくなっている

理由を追記します。 

・資料２ 

 P35 表6-3及び

下線部 

６ 
投資・財

政計画 

試算に使用する数値の

考え方の根拠を記載し

てはどうか。 

計画に使用する諸数値の

算定方法を追記します。 

・資料２ 

 P37 下線部 

P38 表 

７ 
投資・財

政計画 

グラフの縦軸の目盛り

を統一すべき。 

ご指摘のとおり修正しま

す。 

・資料２ 

P40、P44、P48 の

表 

８ 
投資・財

政計画 

シミュレーション結果

のまとめの考察が不足

している。市民への影

響を記載するなど市民

が関心をもつ記述にす

べき。 

シミュレーション①及び

②の場合について、それぞ

れの状況をイメージしや

すいよう追記します。 

・資料２ 

 P51 下線部 

９ 
投資・財

政計画 

今後の検討予定の取組

みについて、「必要最小

限の人員」の表記は、

再検討をすべき。 

ご指摘を踏まえ、内容を修

正します。 

・資料２ 

P52 下線部（④

の 2 つ目の取組み） 

10 
投資・財

政計画 

「ヒト」への投資につ

いて記述が不十分でな

いか。 

職員の人材育成、能力開発

についての取り組みを追

記します。 

・資料２ 

P52 下線部（④

の 3 つ目の取組み） 

11 
投資・財

政計画 

料金改定のシミュレー

ションのパターンを増

やすべき。 

料金改定のパターンにつ

いては、実際の料金改定の

際に詳細に検討するため

本計画（本試算）では 3

ケースとします。 

― 

※その他の修正 

・P32 経営目標（２）料金回収率 ⇒ （２）適正料金の確保 に修正 

・P32 経営目標 

（４）年平均 1％を目指します。 ⇒ （４）計画期間の 2020（令和 2）年度から

2029（令和 11）年度の平均として 1％

以上を目標として掲げます。 


